
 
 

周産期医療は遭遇機会も少なく苦手分野。設備

の整っていない、周産期施設前なら尚の事。そ

んな状況でこそ、自分の地域に母児の安全を提

供する土壌を作りたい、守備範囲を広げたい、

複数の職種と一つのテーマを考えたい。 

そんな熱い方々のご参加をお待ちしております。 

ぜひ一緒に北海道の周産期救急の一端を担いま

しょう！ 

 

−Contents− 

物品のイロハ 

フィードバックを作り出す 

模擬授業 

ファシリテーションの勘所 for 症例検討 

 

−定員− 

6 名 

応募者多数の場合は、主催者の判断で選考いたします。 

 

−受講資格− 

● 9 月 17 日（日）のプロバイダーコースに最後

まで参加（プロバイダーコースの講師参加も

インストラクターコース内容に含まれます） 

● 下記のいずれかに該当 

 

 

【開催日時】 

2017年 9 月 16日（土） 

9:45 受付 10:00開始 17:00終了予定 

終了後、次日プロバイダーコースの前日ミーティ

ングに移ります。 

 

【開催場所】 

北海道大学医学部フラテ会館 

〒060-8638  

札幌市北区北 15 条西 7 丁目 

 

【申し込み先】 

連絡先：周生期医療支援(ALSO-Japan) 

(Fax:0767-52-3208) 

mail: jimu@also-Japan.com 

〆切：2017.７.14 まで 

 

【参加費】15,750 円 

BLSOプロバイダー

アシスタント最低１回以上でブース

運営についてなんとなくわかる

１年以内にキャンディデイトとして

講師参加する気持ちがある

ALSOプロバイダー以上で、BLSOは受講し

ていないが、BLSOアシスタント参加時に

移行試験を終了している方

１年以内にキャンディデイトとして

講師参加する気持ちがある



2017/9/16

10:00-10:15 15

11:30-11:45 15
11:45-13:00 75
13:00-14:05 65

14:05-15:25 80 講義実演実習
（1人10分＋討議10分）x2〜3人
まとめ15分

10
15:35-16:35 60
16:35-16:55 20

18:00〜 プロバイダーコースミーティング

10:15-11:30

休憩
女性傷病者の評価　シナリオ実演　　45分

昼食＋筆記試験

（休憩）
症例検討ファシリテーション

クロージング

BLSO札幌　インストラクターコース

オープニング　アイスブレーキング＆会場設営

75
ルール説明 15分

分娩介助　手技復習10分
新生児蘇生　手技復習　10分


